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OnCommand Workflow Automation の概要

OnCommand Workflow Automation （ WFA ）は、プロビジョニング、移行、運用停止、
データ保護設定などのストレージ管理タスクの自動化に役立つソフトウェア解決策 で
す。 およびストレージのクローニングWFA を使用すると、プロセスで指定されたタス
クを実行するためのワークフローを構築できます。WFA では ONTAP がサポートされま
す

ワークフローは繰り返し実行される手順のタスクで、次の種類のタスクを含む一連の手順で構成されます。

• データベースまたはファイルシステム用のストレージのプロビジョニング、移行、または運用停止

• ストレージスイッチやデータストアなど、新しい仮想化環境をセットアップする

• エンドツーエンドのオーケストレーションプロセスの一環としてアプリケーション用のストレージをセッ
トアップする

ストレージアーキテクトは、次のような、ベストプラクティスに従い、組織の要件を満たすワークフローを定
義できます。

• 必要な命名規則を使用します

• ストレージオブジェクトに一意のオプションを設定しています

• リソースを選択する

• 内部構成管理データベース（ CMDB ）とチケット処理アプリケーションを統合する

WFA の機能

• ワークフローを構築するためのワークフロー設計ポータル

ワークフロー設計ポータルには、コマンド、テンプレート、ファインダ、フィルタ、 ワークフローの作成
に使用される関数です。設計者は、自動リソース選択、行の繰り返し（ループ）、承認ポイントなどの高
度な機能をワークフローに含めることができます。

ワークフローデザインポータルには、外部システムからデータをキャッシュするための、ディクショナリ
エントリ、キャッシュクエリ、データソースタイプなどのビルディングブロックも含まれています。

• 実行ポータル：ワークフローの実行、ワークフローの実行ステータスの確認、ログへのアクセスを行いま
す

• WFA の設定、データソースへの接続、ユーザクレデンシャルの設定などのタスクの管理 / 設定オプション

• Web サービスインターフェイスを使用して、外部ポータルやデータセンターオーケストレーションソフト
ウェアからワークフローを起動できます

• Storage Automation Store で WFA パックをダウンロードしてください。ONTAP 9.7.0 パックは WFA 5.1

にバンドルされています。

WFA ライセンス情報

OnCommand Workflow Automation サーバを使用するために必要なライセンスはありません。
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OnCommand Workflow Automation の導入アーキテクチャ

OnCommand Workflow Automation （ WFA ）サーバは、複数のデータセンター間でワー
クフローの処理をオーケストレーションするためにインストールされます。

WFA サーバを複数の Active IQ Unified Manager 環境と VMware vCenter に接続することで、自動化環境を一
元管理できます。

次の図は、導入例を示しています。

OnCommand Workflow Automation のインストールとセット
アップの概要

OnCommand Workflow Automation （ WFA ）のインストールでは、インストールの準
備、 WFA インストーラのダウンロード、インストーラの実行などのタスクを実行しま
す。インストールが完了したら、要件に合わせて WFA を設定できます。
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次のフローチャートは、インストールと設定のタスクを示しています。

OnCommand Workflow Automation の既知の制限事項

OnCommand Workflow Automation （ WFA ） 5.1 には、 WFA をインストールして設定
する前に注意しておく必要がある制限事項とサポートされない機能がいくつか含まれて
います。

• * LDAP 認証 *

◦ LDAP 認証に使用できるのは、 Microsoft Active Directory の Lightweight Directory Access Protocol （
LDAP ）サーバのみです。

◦ LDAP 認証を使用するには、 LDAP グループのメンバーである必要があります。

◦ 認証または通知に、複数のドメインの階層構造に含まれる LDAP ユーザ名は使用しないでください。

Microsoft Active Directory ライトウェイトディレクトリサービス (AD LDS) はサポートされてい
ません。

• * WFA のデータソースの種類 *
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OnCommand Unified Manager 6.0 、 6.1 、 6.2 のデータソースタイプは WFA 4.1 リリースで廃止され
ました。これらのデータソースタイプは今後のリリースでサポートされなくなります。

• * WFA は Linux * にインストールされています

◦ Data ONTAP 7-Mode の認定コンテンツは現在提供されていません。

◦ PowerShell コードのみを含むコマンドは、 Linux と互換性がありません。

◦ 7-Mode と VMware 向けに認定されているコマンドは現在 Perl には移植されていないため、 Linux と
の互換性はありません。

• * カテゴリ名の作成 *

◦ カテゴリ名にハイフン (-) を使用すると、カテゴリが保存されるとスペースに置き換えられます。たと
えば、カテゴリ名「 abc-xyz 」を指定すると、カテゴリ名は「 abc xyz 」として保存され、ハイフン
は削除されます。この問題 を回避するために、カテゴリ名にハイフンを使用しないでください。

◦ カテゴリ名にコロン（ : ）が使用されている場合、カテゴリが保存されると、コロンの前のテキスト
文字列は無視されます。たとえば、「 abc ： xyz 」というカテゴリ名が指定されている場合、カテゴ
リ名は「 xyz 」として保存され、「 abc 」という文字列は削除されます。この問題 を避けるため、カ
テゴリ名にはコロンを使用しないでください。

◦ 2 つのカテゴリの名前が同じであることを防ぐチェックはありません。ただし、ナビゲーションペイ
ンからこれらのカテゴリを選択すると問題が発生します。この問題 を回避するには、各カテゴリ名が
一意であることを確認してください。
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